
区議会からのお知らせ

　「たいとう区議会だより」は、町会を通じて各家庭にお届けしていますが、新年特集
号は、１月１日発行の新聞（朝日・読売・毎日・産経・東京・日本経済）の朝刊に折
り込んでお届けします。
　区内にお住まいの上記の新聞を購読していない方で、郵送を希望される場合は、次
の方法により、お申し込みください。広報「たいとう」（区報）と一緒に郵送します。
申し込み方法
　電話・FAX・はがきのいずれかで、①「元旦号郵送希望」②住所③氏名④電話番号を、
12月３日（金）（必着）までに、下記へご連絡ください。
〒110－8615	 台東区役所広報課
TEL（5246）1021　FAX（5246）1029

　新年のごあいさつは、令和４年１月１日発行予定の「たいとう区議会だより新年特
集号」の紙面上をもって代えさせていただきます。

議員の年賀状などのあいさつ状は、公職選挙法により禁止されています。

　台東区議会では、区議会の会議日程や質問予定議員等の情報をお届け
するため、たいとう区議会メールマガジンを配信しています。登録は無
料です。
　登録のためのアドレスは次のとおりです。二次元コードからも登録で
きます。
　http://www.anshin-bousai.net/taito/

　 議会活動を広く区民の皆さまにお知らせするため、動画配信サービス
「ユーチューブ」による本会議及び委員会の生中継とともに、録画映像
も配信しています。
　また、Ｊ：ＣＯＭ【11ch】で放送した一般質問等の録画中継も配信しています。
　アドレスは次のとおりです。二次元コードからもアクセスできます。ぜ
ひご覧ください。
　https://www.city.taito.lg.jp/kugikai/chuukei.html

たいとう区議会メールマガジンの配信について

インターネット議会中継について

CATV議会放送について
　第４回定例会（11月25日～12月20日開会予定）における各会派の一般質問をＪ：
ＣＯＭ【11ｃｈ】で録画放送いたします。
　放送予定は次のとおりです。ぜひご覧ください。
◯一般質問
　12月17日（金）午後１時～５時　【再放送は12月18日（土）の同時間】

新聞を購読していない方で
区議会だより新年特集号を希望する場合は郵送します。

決算特別委員会での主な質疑

決算全般
　令和４年度予算の見通しについて、新型コロナ
ウイルス感染症の動向や景気の先行きを見通すこ
とが困難な状況の中、感染症対策を継続しつつ、
疲弊した経済にも目を配る必要があるが、どのよ
うに編成を行っていくのか。
　感染症対策とともに感染状況等を注視しつつ、
地域経済の活性化にも取り組んでいく。更に、国
等の動向などにも臨機応変に対応し、実効性の高
い予算となるよう努めていく。持続可能な財政基
盤のもと必要な施策を着実に推進できるよう、中
長期的な視点で予算編成に取り組んでいく。
　個別計画の改定について、ワクチン接種が進み、
感染症収束に向けた兆しが見えてきた状況下では、
柔軟な考え方のもと、これまでの計画策定の流れ
とは異なるスピード感のある対応が必要ではない
か。
　長期総合計画の一部修正の中で各分野における
方向性を整理し、区全体の計画としてまとめると
ともに、具体的な取り組みも行政計画を策定する
中で示したいと考えている。また、各分野の個別
計画は、感染状況等を踏まえ、改定時期を検討す
る。
　区財政について、経常的経費の増加により財政
の硬直化が進む中、歳入は先行きが不透明である
ことに加え、中長期的には減額が懸念される要素
も多く、引き続き厳しい状況にあると考える。今
後どのように財政運営を行っていくのか。
　中長期的な視点に立ち、管理的経費や義務的経
費の見直し等により、財政の柔軟性を確保してい
く。あわせて、基金や起債を慎重かつ有効に活用
することで、財政の対応力を堅持し、安定的で持
続可能な財政運営を推進していく。

歳　　出
　はばたき21相談室について、長引くコロナ禍で
孤立し悩みを抱える人が増える中、DV等を始め
とした相談の件数が増加している。コロナ禍の影
響を踏まえた更なる支援が必要ではないか。
　専門相談員を増員し、相談者の状況に応じて同
行支援を行う体制を組むなど、一件一件細やかな
対応ができるよう努めてきた。今後は支援を必要
とする方がより相談しやすくなるよう、オンライ
ンを活用した方法の検討等、更なる拡充に努めて
いく。
　コロナ禍における災害時の避難所運営について、
新型コロナウイルス感染症陽性者への対応や、医
療機関との連携をどのように図っていくのか。
　避難所では体調不良者の避難スペースや動線を
分けるゾーニングを行い、また、陽性者と濃厚接
触者については、専用の避難所を設置する。いず

れの避難所においても、保健師等による避難者の
健康観察を行った上で、必要に応じて医療機関に
確実につながるよう、適切な対応を図っていく。
　保育環境の整備及び拡充について、限られた財
源の中で多様化する保育ニーズに応えるためには、
利用対象が限定されている一時保育等の一時預か
り事業の利便性を高める必要がある。必要な時に
必要な時間だけ預けられる汎用性の高い保育施設
の整備・拡充等、子育て支援事業の効率化を図る
方法を検討してはどうか。
　子育てを取り巻く環境の変化等に対応するため、
計画に基づき保育環境の整備等を図っている。汎
用性の高い保育施設の整備・拡充については課題
等を整理していく。
　新型コロナウイルス感染症の対応について、ワ
クチン接種等により現在の感染者数は減っている
が、感染リスクが高まる冬に向け、再拡大の防止
に万全を期すべきと考える。今後、どのように取
り組んでいくのか。
　感染の再拡大に備え、計画の策定を進めており、
患者に対する切れ目ない対応ができるよう更なる
体制の整備を図っていく。３回目の接種について
も、希望者が円滑かつ着実に接種できるよう準備
を進めている。引き続き、関係機関と連携を図り
ながら全力で取り組んでいく。
　がん対策について、医療用ウィッグや胸部補整
具の助成制度の創設を求める声が上がっているが、
制度の創設は、がん患者自身の社会生活や就労意
欲を応援するだけでなく、家族の希望や安心につ
ながるため、一日も早い実現が必要ではないか。
　医療用ウィッグや胸部補整具は、患者や家族の
不安を解消する手段の一つとして重要であると認
識している。助成制度の導入については、他自治
体の状況も参考にしながら、現在、具体的に検討
している。
　フィルム・コミッションについて、本区の文化
資源の一つであるロケ地には、それぞれの作品の
ファンが継続的に訪れている。作品とタイアップ
したイベント等の開催など、観光振興等につなが
るよう、地域への経済効果を考慮したロケ地の活
用を行うべきではないか。
　区ではロケ地情報の発信に加え、アニメを題材
とした観光スポットづくりを行い、観光客の誘致
等を図っている。今後も商店街など地域の団体と
連携し、経済効果を創出できるよう、ロケ地活用
の取り組みを進めていく。
　経営相談について、コロナ禍では多くの相談が
寄せられている一方、必要な情報が届かず、区の
相談窓口にたどり着かない場合などがある。相談
支援で培ったノウハウを専門コーディネーター等
のスキルアップに活かすとともに、事業者訪問を
充実し、寄り添った助言を進めていくべきではな
いか。
　相談傾向等の分析を行い、情報共有することで
スキルの向上を図っていく。更に、相談からアフ

ターフォローまでの一貫したサポート体制を強化
し、より事業者に寄り添った相談の充実に努めて
いく。
　公共空間を活用したまちづくりについて、公園
や道路を含む公共空間の公民連携の画期的な利活
用が全国的に展開されている。本区においても、
区民サービスの向上のため、公共空間を公民連
携で活用することにより、まち全体を活性化させ、
魅力を高めていくべきではないか。
　地域の意見を十分に聞きながら、民間のアイデ
アやノウハウ等を活かした公共空間活用の検討を
積極的に進め、暮らしやすく活力あるまちづくり
の実現を図っていく。
　自主管理公園について、開閉時間が設定されて
いる公園のほとんどが一時集合場所に指定されて
いるが、閉園時間帯に発災した際、開錠を行う担
当者の被災等により、閉園したままの状態となれ
ば混乱が生じる。閉園時間帯の発災時に区が開閉
できる体制を確立すべきではないか。
　自主管理公園が一時集合場所としての機能を充
分果たせるよう、町会等に対し閉園時間帯の体制
を確認するとともに、夜間等に発災した場合を想
定した防災訓練の実施を働きかけていく。
　総合的な支援について、学力向上推進ティーチ
ャーは学力向上を目的としているため、活動に制
限がある。学力面だけでなく様々な問題を抱える
子供に対し、積極的に介入し、総合的な支援がで
きる制度を検討すべきではないか。
　生活指導上の様々な課題に対応するため、各学
校にスクールカウンセラー等を配置している。今
後、学力向上推進ティーチャーのあり方について
も、教員の補助的役割を担うなど、これまで以上
に個に応じた指導等ができるよう努めていく。
　新型コロナウイルス感染症による子供への影響
について、本区ではいじめの認知件数等に大きな
変化はなかったが、一斉休校による学力格差や心
身への影響が懸念される。今後、どのように教育
行政を運営していくのか。
　子供を取り巻く環境の変化を注視することが、
これまで以上に重要になっている。学校園での新
しい生活様式を徹底して実践するとともに、ICT
の更なる活用等により、どのような状況の中でも
子供を健やかに育むため、引き続き全力で取り組
んでいく。
　認知症支援の推進について、認知症が疑われる
方などを訪問し、包括的・集中的に自立生活の支
援を行う認知症初期集中支援チームは、専門職や
医師等と、どのような連携をとっているのか。ま
た、今後どのように展開していくのか。
　認知症の早期発見・対応として、地域包括支援
センターの専門職が医師等と情報を共有し、訪問、
支援方針の決定等を進めている。今後は、これま
での事例検証を通じ、必要な見直しを行い、早期
発見・対応を更に推進していく。

議長交際費をホームページで公表しています。
　台東区議会では、議会改革の取り組みの一環として、議長交際費の
執行状況の概要についてホームページで公表しています。
　アドレスは次のとおりです。二次元コードからもアクセスできます。
　https://www.city.taito.lg.jp/kugikai/about/kousaihi.html
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◎古紙パルプ配合率 70％の再生紙を使用しています。


